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(57)【要約】
　本発明の液晶表示装置は、複数の画素開口部を有する
ブラックマトリクス（２）が設けられた対向基板（１０
０）と、光センサ（Ｓ１）とアクティブ素子と金属配線
とを配設してなるアレイ基板（３００）と、を有し、両
基板（１００，３００）間に液晶層を挟持してなる液晶
セルを備え、前記ブラックマトリクス（２）は、光の波
長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において
透過率が５０％以上となり、これより長波長側でさらに
高い透過率となる透過特性を有する。前記光センサ（Ｓ
１）は、前記検出波長域を含む感度域を有し、前記アク
ティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、平面視
した時に前記ブラックマトリクス（２）と重なるように
形成されている。前記金属配線は、少なくともその表層
が銅あるいは銅合金で構成され、平面視した時に、前記
光センサ（Ｓ１）と重なる領域を埋めるように形成され
ている。



(2) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有する
ブラックマトリクスと透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配設してなるアレイ基
板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有し、
　前記センサは、
　　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視し
た時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　前記金属配線は、
　　少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構成され、
　　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形成さ
れている液晶表示装置。
【請求項２】
　第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有し、
可視光域と赤外域の光を遮光する遮光層と、前記複数の画素開口部に赤層、緑層、青層の
着色画素をそれぞれ具備してなるカラーフィルタと、ブラックマトリクスと、透明樹脂層
とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配設してなるアレイ基
板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれ
かと重畳する重畳部を持ち、
　前記センサは、
　　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視し
た時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　前記金属配線は、
　　少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構成され、
　　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形成さ
れている液晶表示装置。
【請求項３】
　第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有する
ブラックマトリクスと、前記複数の画素開口部に赤層、緑層、青層の着色画素をそれぞれ
具備してなるカラーフィルタと、透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配設してなるアレイ基
板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
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わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれ
かと重畳する重畳部を持ち、
　前記センサは、
　　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視し
た時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　前記金属配線は、
　　少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構成され、
　　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形成さ
れている液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ブラックマトリクスは、主たる色材として複数の有機顔料を含む請求項１から請求
項３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記酸化物半導体は、ガリウム、インジウム、亜鉛、ハフニウム、錫、イットリウム、
チタン、ゲルマニウム、シリコンから２種以上選ばれる複合金属酸化物である請求項１か
ら請求項４のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記カラーフィルタは、前記赤層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記緑
層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記青層と前記ブラックマトリクスとが
重畳する位置のそれぞれに、前記重畳部を持ち、
　前記光センサが、平面視において、前記赤層、前記緑層、前記青層のそれぞれの着色画
素の下部と、前記重畳部の下部に具備される請求項２又は請求項３に記載の液晶表示装置
。
【請求項７】
　前記液晶セルの前記対向基板とは反対側に設けられ、少なくとも６８０ｎｍよりも長い
波長域の光を発光するバックライトユニットを更に備える請求項１から請求項６のいずれ
か一項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記対向基板から平面視した時に前記画素開口部と重なるように形成され、少なくとも
可視光域に感度域を有する光センサを更に備える請求項１から請求項５、請求項７のいず
れか一項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光センサを具備する液晶表示装置に関し、特に光センサの赤外域の感度を向
上できる液晶表示装置に関する。
　本願は、２０１３年７月５日に日本に出願された特願２０１３－１４２０４３号に基づ
き優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置の表示画面から選択情報などを直接入力する手段として、近時、タッチパ
ネルを用いた静電容量方式が広く普及している。タッチパネルは、液晶表示装置等の表示
画面に貼付して用いる構成が一般的である。
　しかしながら、タッチパネルは、表示画面から離れた観察者では操作しにくいという課
題があった。また、タッチパネルの厚みと重みが表示装置に加わるため、携帯電話やタブ
レットなど小型の機器では、タッチパネルは、薄型化、軽量化を妨げていた。
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【０００３】
　このため、表示画面から離れた位置にいる観察者からも操作が可能なように、液晶表示
装置の内部に光センサを設け、光センサによるセンシングが検討されている。また、光セ
ンサを設けた液晶表示装置では、撮像、カラー複写、光通信などの分野において、正確な
色分離を実現することが望まれている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、検出用フィルタを有するカラーフィルタ基板と光電センサを
用い、かつ、第１の波長である可視光および第２の波長である非可視光を用いて画面から
入力を行う入力技術が開示されている。具体的には、非可視光である赤外光を透過させる
赤外線フィルタを別途設けることによって工程が増えるといった課題を解決するために、
カラーフィルタの色を重ねることでこのような課題を解決する技術が記載されている。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載されたカラーフィルタの色を重ねた構造においては、
液晶配向に不適切な段差が生じてしまう虞があった。また、カラーフィルタの色を重ねた
構造では、検出用フィルタ（赤外線フィルタ）の透過域が８００ｎｍ以降となり、この構
造は、赤色、緑色、青色の色分離には適していない。具体的には、６８０ｎｍ付近から８
００ｎｍ付近の波長域の光をうまく分離できないといった課題がある。
【０００６】
　また、例えば、特許文献２には、トランジスタをフォトダイオードに重なる位置に設け
る技術が開示されている。しかしながら、特許文献２に記載された技術は、表示装置を安
価に作製、あるいは、小型軽量化するための技術であって、光センサであるフォトダイオ
ードの感度向上技術に関しては全く開示されておらず、トランジスタやフォトダイオード
に関わる配線技術や酸化物半導体技術も開示されていない。
【０００７】
　また、例えば、特許文献３には、薄膜トランジスタを備えるアクティブマトリクス型表
示基板に関わる技術が開示されている。しかしながら、特許文献３では、光センサの感度
向上技術や酸化物半導体技術は、いずれも開示されていない。また、特許文献３では、銅
または銅を含む合金を、酸化剤を含むアルカリ水溶液を用いたウエットエッチングを行う
ことが記載されている。
【０００８】
　しかしながら、特許文献３に開示されているように、電界効果トランジスタ（ＴＦＴ、
Ｔｈｉｎ－Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を構成するアモルファスシリコンにダメー
ジを与えないようにウエットエッチングを行うことは困難である。また、銅または銅を含
む合金に対してドライエッチングを行う場合、銅イオンによる汚染が著しく、アモルファ
スシリコンにダメージを与えないようにドライエッチングを行うことは一層困難である。
さらに、アモルファスシリコンのチャネル層形成時のドライエッチングにおいても、チャ
ネル部が汚染される虞があり、アモルファスリコン半導体のＴＦＴプロセスにおける銅配
線技術には実用化されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】日本国特開２００９－１２９３９７号公報
【特許文献２】日本国特開２０１３－００８９９１号公報
【特許文献３】日本国特開平１０－３０７３０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、このような従来の実情に鑑みてなされたものであり、光センシングを用いつ
つ、感度に優れた液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明のいくつかの態様は、次のような液晶表示装置を提
供した。
　本発明の第一態様の液晶表示装置は、第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少
なくとも、複数の画素開口部を有するブラックマトリクスと透明樹脂層とをこの順で積層
してなる対向基板と、第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光セン
サと、酸化物半導体をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配
設してなるアレイ基板と、を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して
向かい合うように貼り合わせてなる液晶セルを備え、前記ブラックマトリクスは、光の波
長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において透過率が５０％以上となり、前記
透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさらに高い透過率となる透過特性を有する
。前記センサは、前記検出波長域を含む感度域を有し、前記アクティブ素子より前記液晶
層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した時に前記ブラックマトリクスと重な
るように形成されている。前記金属配線は、少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構
成され、前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形
成されている。
【００１２】
本発明の第二態様の液晶表示装置は、第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少な
くとも、複数の画素開口部を有し、可視光域と赤外域の光を遮光する遮光層と、前記複数
の画素開口部に赤層、緑層、青層の着色画素をそれぞれ具備してなるカラーフィルタと、
ブラックマトリクスと、透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、第２透明基板
を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体をチャネル層と
して備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配設してなるアレイ基板と、を有し、
前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合わせてなる
液晶セルを備え、前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の
検出波長域において透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より
長波長側でさらに高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前
記青層のいずれかと重畳する重畳部を持つ。前記センサは、前記検出波長域を含む感度域
を有し、前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面
視した時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成されている。前記金属配線は、少
なくともその表層が銅あるいは銅合金で構成され、前記対向基板から平面視した時に、前
記光センサと重なる領域を埋めるように形成されている。
【００１３】
　本発明の第三態様の液晶表示装置は、第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少
なくとも、複数の画素開口部を有するブラックマトリクスと、前記複数の画素開口部に赤
層、緑層、青層の着色画素をそれぞれ具備してなるカラーフィルタと、透明樹脂層とをこ
の順で積層してなる対向基板と、第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくと
も、光センサと、酸化物半導体をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属
配線とを配設してなるアレイ基板と、を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶
層を介して向かい合うように貼り合わせてなる液晶セルを備え、前記ブラックマトリクス
は、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において透過率が５０％以上と
なり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさらに高い透過率となる透過特
性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれかと重畳する重畳部を持つ
。前記センサは、前記検出波長域を含む感度域を有し、前記アクティブ素子より前記液晶
層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した時に前記ブラックマトリクスと重な
るように形成されている。前記金属配線は、少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構
成され、前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形
成されている。
【００１４】
　本発明の上記態様の液晶表示装置においては、前記ブラックマトリクスは、主たる色材
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として複数の有機顔料を含むことが好ましい。
【００１５】
　本発明の上記態様の液晶表示装置においては、前記酸化物半導体は、ガリウム、インジ
ウム、亜鉛、ハフニウム、錫、イットリウム、チタン、ゲルマニウム、シリコンから２種
以上選ばれる複合金属酸化物であることが好ましい。
【００１６】
　本発明の上記態様の液晶表示装置においては、前記カラーフィルタは、前記赤層と前記
ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記緑層と前記ブラックマトリクスとが重畳する
位置、前記青層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置のそれぞれに、前記重畳部を
持つことが好ましい。更に、前記光センサが、平面視において、前記赤層、前記緑層、前
記青層のそれぞれの着色画素の下部と、前記重畳部の下部に具備されることが好ましい。
【００１７】
　本発明の上記態様の液晶表示装置は、前記液晶セルの前記対向基板とは反対側に設けら
れ、少なくとも６８０ｎｍよりも長い波長域の光を発光するバックライトユニットを更に
備えることが好ましい。
【００１８】
　本発明の上記態様の液晶表示装置は、前記対向基板から平面視した時に前記画素開口部
と重なるように形成され、少なくとも可視光域に感度域を有する光センサを更に備えるこ
とが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の液晶表示装置によれば、光センシングを用いつつ、感度に優れた液晶表示装置
を提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】波長に応じた金属の反射特性を示すグラフである。
【図２】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置を示す要部拡大断面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置の複数の画素開口部を示す部分平面図
である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置を示す模式断面図である。
【図５】ブラックマトリクスの波長選択透過特性を示すグラフである。
【図６】図１のＡ－Ａ’線に沿った断面図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置の複数の画素開口部を示す部分平面図
である。
【図８】本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置を示す模式断面図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係る液晶表示装置を示す要部拡大断面図である。
【図１０】緑層の透過特性と、緑層とブラックマトリクスの透過特性とを重ねた透過特性
を示すグラフである。
【図１１】赤層の透過特性と、赤層とブラックマトリクスの透過特性とを重ねた透過特性
を示すグラフである。
【図１２】青層の透過特性と、青層とブラックマトリクスの透過特性とを重ねた透過特性
を示すグラフである。
【図１３】第３実施形態の液晶表示装置を示す部分断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して、本発明に係る液晶表示装置の実施形態について説明する。なお
、以下に示す実施形態は、発明の趣旨をより良く理解させるために具体的に説明するもの
であり、特に指定のない限り、本発明を限定するものではない。また、以下の説明で用い
る図面は、本発明の特徴をわかりやすくするために、便宜上、要部となる部分を拡大して
示している場合があり、各構成要素の寸法比率などが実際と同じであるとは限らない。
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　各実施形態においては、同一又は実質的に同一の機能及び構成要素については、同一符
号を付し、説明を省略するか又は必要な場合のみ説明を行う。また、各実施形態において
は、特徴的な部分についてのみ説明し、公知の液晶表示装置の構成要素と差異のない部分
については説明を省略する。
【００２２】
　各実施形態においては、液晶表示装置の表示単位を、画素として説明する。画素は、ブ
ラックマトリクスによって区画された、少なくとも２つの平行な辺を持つ多角形の最小表
示単位である。各実施形態においては、画素は、ブラックマトリクスの開口部または遮光
層の開口部とほぼ同義である。各実施形態においては、様々な液晶駆動方式を適用するこ
とができる。
【００２３】
　例えば、ＩＰＳ方式（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ、水平配向の液晶分子を
用いた横電界方式）、ＶＡ方式（Ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ：垂直配向
の液晶分子を用いた縦電界方式）、ＨＡＮ（Ｈｙｂｒｉｄ－ａｌｉｇｎｅｄ　Ｎｅｍａｔ
ｉｃ）、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌｌｙ　Ｃｏ
ｍｐｅｎｓａｔｅｄ　Ｂｅｎｄ）、ＣＰＡ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｉｎｗｈｅｅｌ　
Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）、ＥＣＢ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｂ
ｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）、ＴＢＡ（Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ　Ｂｅｎｔ　Ａｌｉｇｎｍ
ｅｎｔ）のような、液晶配向方式又は液晶駆動方式を用いることができる。液晶層は、正
の誘電率異方性を持つ液晶分子を含むか、または、負の誘電率異方性を持つ液晶分子を含
んでいればよい。
【００２４】
　液晶駆動電圧印加時の液晶分子の回転方向（動作方向）は、基板の表面に平行になる方
向でもよく、基板の平面に垂直に立ち上がる方向でもよい。液晶分子に印加される液晶駆
動電圧の方向は、水平方向でもよく、２次元又は３次元的に斜め方向でもよく、垂直方向
でもよい。
【００２５】
　各実施形態の光センサに適用できる半導体として、可視域（例えば、光の波長４００ｎ
ｍ～７００ｎｍ）から赤外域に感度を持つアモルファスシリコン半導体、近視外域や青色
の波長域に主な感度をもつ多結晶シリコン半導体、微結晶シリコン半導体、シリコンゲル
マニウム（ＳｉＧｅ）半導体、ＩＧＺＯ（登録商標）やＩＴＺＯ（登録商標）に代表され
る酸化物半導体などが挙げられる。
【００２６】
　これら半導体を用いる場合、そのバンドギャップを調整して、目的とする波長域に光セ
ンサの感度域を付与させることが望ましい。ＳｉＧｅ半導体では、Ｇｅの添加比率でバン
ドギャップを連続的に変えられ、その受光素子の受光波長を調整でき、赤外域での感度を
付与できる。Ｇｅの濃度勾配を持たせたＳｉＧｅ半導体とすることもできる。例えば、Ｇ
ａＡｓ、ＩｎＧａＡｓ、ＰｂＳ、ＰｂＳｅ、ＳｉＧｅ、ＳｉＧｅＣ等の半導体化合物を用
いることによって、赤外光の検出に適した光センサを形成することができる。
【００２７】
　光センサを内蔵する液晶表示装置は、温度の影響及びバックライトユニットの影響を受
けやすい。バックライトユニットや外光に起因するノイズによる、指やレーザーなどの入
力誤動作の発生を防止するために、光センサの補償を必要とする場合がある。光センサと
して、ポリシリコン又はアモルファスシリコンによって形成されたチャネル層を備えるシ
リコンフォトダイオードを用いた場合、環境温度などの変化により暗電流が発生し、観測
データに観測光以外のノイズが加わる場合がある。
【００２８】
　液晶層や光センサを駆動するスイッチング素子としては、酸化物半導体をチャネル層と
して備える電界効果トランジスタ（アクティブ素子、ＴＦＴ）を採用することができる。
ここで酸化物半導体とは、インジウム、ガリウム、錫、亜鉛、ハフニウム、イットリウム
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、チタン、ゲルマニウム、ケイ素のうち、少なくとも２種以上の酸化物を含む酸化物半導
体である。この酸化物半導体としては、ＩＧＺＯと称されるインジウム、ガリウム、亜鉛
の複合金属酸化物を例示することができる。酸化物半導体で形成されたチャネル層は、非
晶質でも結晶化した材料でも良いが、トランジスタの電気特性（例えば、Ｖｔｈ）の安定
性の観点から、結晶化した材料を用いることが好ましい。酸化物半導体のチャネル層の厚
みは、例えば、２ｎｍ～８０ｎｍ程度に形成することが好ましい。
【００２９】
　このようなＴＦＴを具備するアレイ基板の金属配線は、銅あるいは銅合金を表層に用い
た、少なくとも２層の金属配線とすることができる。金属配線は、例えば、銅に対して、
マグネシウム、チタン、ニッケル、モリブデン、インジウム、錫、亜鉛、アルミニウム、
カルシウムなどから１以上選択される元素を添加した銅合金を採用することができる。銅
に添加する元素は、上記元素に限定されず、銅に対する添加量は、銅の原子パーセントに
対して３原子パーセント以下であることが好ましい。１原子パーセント以下であれば、金
属配線の光の反射率を大きく低下させることがなく、高い光反射率を確保できる。１原子
パーセント以下の添加量であれば更に好ましい。
【００３０】
　なお、ここでいう金属配線の表層とは、アレイ基板を厚み方向に沿った断面として見た
時に、液晶層側（液晶層に近い位置、光センサ側、光センサに近い位置）にある金属層（
第１金属層）を指す。表層の銅あるいは銅合金に対して、下部にある金属層（第２金属層
）はアレイ基板側（アレイ基板に近い位置）に位置する。
【００３１】
　第２金属層には、チタン、モリブデン、タンタル、タングステンなどの高融点金属ある
いはこれら材料を含む合金が好ましく採用できる。第１金属層の銅あるいは銅合金と、エ
ッチングレートが近いチタン合金を第２金属層として選択できる。銅あるいは銅合金の膜
厚及び第２金属層の膜厚は、例えば、それぞれ５０ｎｍ～５００ｎｍの範囲となるように
形成することが好ましい。
【００３２】
　酸化物半導体層、銅あるいは銅合金を表層に用いた第１金属層、第２金属層の成膜方法
は限定されないが、スパッタリングによる真空成膜が生産効率の面で好ましい。スパッタ
リング成膜装置により、高いスループットで、大面積の透明基板に対して効率よく第１金
属層、第２金属層からなる金属配線を成膜することができる。酸化物半導体上の銅あるい
は銅合金からなる第１金属層は、例えば、酸化性アルカリエッチャントで選択的にエッチ
ングされ、酸化物半導体にダメージを与えることなく金属配線としてのパターン形成がで
きる。シリコン系半導体のトランジスタでは困難であった銅あるいは銅合金を表層に用い
た金属配線及び金属層を容易に加工でき、トランジスタ素子を形成することができる。
【００３３】
　銅あるいは銅合金からなる第１金属層は、例えば、図１に示すように、光の長波長側、
特に６００ｎｍ以上で高い反射率を示す。図２に示したように、第１光センサＳ１、およ
び第２光センサＳ２と重なる（下部を埋める）ように金属配線を形成することによって、
直接入射する光と、金属配線で反射した反射光とを受光することが可能になり、第１光セ
ンサＳ１、および第２光センサＳ２の受光感度を向上させることできる。なお、図２に示
した実施形態では、酸化物半導体のチャネル層２６を具備するトランジスタを、ボトムゲ
ート構造で示したが、ボトムゲート構造に限定されない。例えば、トップゲート構造、ダ
ブルゲート構造、デユアルゲート構造などのトランジスタを採用することもできる。
【００３４】
＜第１実施形態＞
　第１実施形態の液晶表示装置は、カラー表示を行う場合、例えば、赤色発光ＬＥＤ、緑
色発光ＬＥＤ、青色発光ＬＥＤを具備するバックライトユニットを備える液晶表示装置を
想定している。カラー表示を行わない場合は、白色発光のＬＥＤや蛍光灯をバックライト
ユニットとして用いても良い。
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【００３５】
　図３は、本発明の実施形態に関わる液晶表示装置の複数の画素開口部を示す部分平面図
である。なお、この図３では、８画素分だけを図示しているが、実際には多数の画素、例
えば、Ｘ方向に１２８０画素、Ｙ方向に７６８画素を配設した液晶表示装置の表示面の一
部である。
　複数の画素Ｐ，Ｐ…は、ブラックマトリクス２に形成された画素開口部２０よって区画
されている。光センサは、第１光センサ（光センサ）Ｓ１と第２光センサＳ２とからなり
、それぞれ画素Ｐに配置されている。なお、第１光センサＳ１や第２光センサＳ２が配置
される構造としては、複数画素に１組の光センサを設ける構造、即ち、全ての画素に１組
の光センサを設けるのではなく複数画素のうち（所定間隔で）選択された一つの画素に１
組の光センサを配置してもよい（間引き配置）。
【００３６】
　第１光センサＳ１は、ブラックマトリクス２で覆われる位置（ブラックマトリクス２と
重なる位置）に配置される。一方、第２光センサＳ２は、表示面の外部から内部に入射光
が入るように、画素開口部２０に配置される。第１光センサＳ１や第２光センサＳ２は、
必ずしも同一画素Ｐ内に配置する必要はないが、受光データの演算のため、第１光センサ
Ｓ１及び第２光センサＳ２を互いに近い位置に設けることが好ましい。
【００３７】
　本実施形態では、第２光センサＳ２の受光データから第１光センサＳ１の受光データを
減算すると、赤外領域を除いた可視域の受光データを抽出することができる。この減算の
際に、例えば、第１光センサＳ１や第２光センサＳ２はがそれぞれ持つ暗電流を差し引く
ことができるので、高い精度の受光データを得ることができる。
【００３８】
　図４は、バックライトユニット１３をアレイ基板３００の裏面側（裏面に近い位置）に
備えた液晶表示装置４００を示す模式断面図である。液晶セル２００の表面及び裏面には
、光学制御素子として偏光板１５を備え、液晶層６下部に第１光センサＳ１や第２光セン
サＳ２が配置される。例えば、観察者の指１６などのポインタは、バックライトユニット
１３から出射される光１８を反射し、入射光１９として第１光センサＳ１や第２光センサ
Ｓ２に受光される。入射光１９は、指１６などのポインタからの反射光に限らず、例えば
、レーザーポインタなどからの入射光であっても良い。また、入射光１９の一部は、第１
光センサＳ１の下部を埋めるように配設された金属配線２４によって反射され、第１光セ
ンサＳ１に受光される。これによって、入射光１９の検出感度が高められる。バックライ
トユニット１３は、例えば、光源１４として赤色発光ＬＥＤ、緑色発光ＬＥＤ、青色発光
ＬＥＤ、赤外線発光ＬＥＤを具備する。
【００３９】
　図２は、図３のＢ－Ｂ’線に沿った断面を示す断面図である。
　第１光センサＳ１の下部には、ソース線やドレイン線などを構成する金属配線２４、あ
るいは金属配線２４が形成されない部位には金属層によるダミーパターン２５が配設され
ている。例えば、ダミーパターン２５は、その製造工程では、ゲート線と同じレイヤーに
同時に形成することができる。図２には図示しないが、第２光センサＳ２の下部にも、ソ
ース線やドレイン線などの金属配線２４、あるいは金属配線２４が形成されない部位には
金属層によるダミーパターン２５が配設されている。
【００４０】
　第１光センサＳ１及び図示しない第２光センサＳ２は、液晶層６に近い位置から遠い位
置に向けた方向において、順に、Ｐ型半導体のアモルファスシリコン３５、真性半導体（
Ｉ型）のアモルファスシリコン３６、Ｎ型半導体のアモルファスシリコン３７が積層され
た構成を有する。例えば、Ｐ型半導体のアモルファスシリコン３５は５ｎｍ～５０ｎｍの
膜厚で、Ｉ型半導体のアモルファスシリコン３６は膜厚１００ｎｍ～１０００ｎｍで、Ｎ
型半導体のアモルファスシリコン３７は２０ｎｍ～２００ｎｍの膜厚で形成できる。
【００４１】
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　Ｐ型半導体のアモルファスシリコン３５の上面、Ｎ型半導体のアモルファスシリコン３
７の下面の各々には、光透過性の導電膜（透明導電膜）として機能する上部電極２１及び
下部電極２２が配設されている。透明導電膜は、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ
　Ｏｘｉｄｅ）と呼称される導電性金属酸化物などから形成される。上部電極２１は、例
えば、ジグザク形状の細線パターン、あるいは櫛歯状の細線パターンなどとすることがで
きる。上部電極２１のパターン形状を工夫することによって、下部電極２２による集電効
果を上げることができる。
【００４２】
　第１光センサＳ１や第２光センサＳ２上に感度向上のため、例えば、透明樹脂などで柱
状構造物、凹凸構造物、量子ドットなどを積層してもよい。これら構造物には、波長変換
機能を有する粒子や染料などを添加することも好ましい。Ｐ型半導体とＮ型半導体の形成
位置は入れ替えてもよく、あるいは、水平方向に並べて形成することもできる。アモルフ
ァスシリコンは、微結晶シリコンとすることもできる。
【００４３】
　これら第１光センサＳ１や第２光センサＳ２は、図示されるように、予め酸化物半導体
によるトランジスタを形成した基板上に、例えば、周知のアモルファスシリコン半導体工
程を用いて形成される。
【００４４】
　第１光センサＳ１は、下部電極２２からコンタクトホール２３及び金属配線２０を介し
て、電極２４と電気的につながっている。第１光センサＳ１の上部電極２１は、図示しな
いコンタクトホールを介して共通電極配線につながっている。これによって、リセット信
号が付与されたときに、第１光センサＳ１の電位を共通電位とすることができる。絶縁層
３３は、例えば、酸化珪素、酸窒化珪素、酸化アルミニウム、これら材料を含む混合酸化
物、あるいは、感光性でアルカリ現像可能なアクリル樹脂などから形成される。図２には
図示しない第２光センサＳ２も、第１光センサＳ１と同様に形成することができる。
【００４５】
　第１光センサＳ１や第２光センサＳ２の下部に複数のトランジスタを配設して、第１光
センサＳ１や第２光センサＳ２の駆動を行うことができる。酸化物半導体による複数のト
ランジスタは、例えば、第１光センサＳ１や第２光センサＳ２の選択トランジスタや増幅
用トランジスタ、リセット用トランジスタ、あるいは液晶駆動用トランジスタなどに用い
ることができる。第１光センサＳ１や第２光センサＳ２の容量が小さい場合は、それぞれ
キャパシタを補助的に配設できる。
【００４６】
　金属配線２４を構成する銅あるいは銅合金の光の反射率は、図１に示すように、光の長
波長側、特に６００ｎｍ以上で高い反射率を示す。図２に示すように、第１光センサＳ１
や第２光センサＳ２の下部を埋める、即ち、第１光センサＳ１や第２光センサＳ２と重な
る領域に、金属配線２４のパターンを配設することで、この金属配線２４によって反射さ
れた反射光を第１光センサＳ１や第２光センサＳ２が受光することができる。これによっ
て第１光センサＳ１や第２光センサＳ２受光効率を向上することが可能になる。
【００４７】
　本実施形態におけるブラックマトリクス２は、図５の波長選択透過特性を示す線ＢＬＫ
１に示すように、６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において透過率が５０％以
上となり、透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさらに高い透過率となる透過特
性を有し、可視光をおよそ透過せず赤外域の光を透過する。ブラックマトリクス２の半値
波長は、有機顔料種の選択や組み合わせで、およそ６８０ｎｍから８００ｎｍの範囲で調
整できる。半値波長とは、ここでは、透過率が５０％となる光の波長と定義される。なお
、ブラックマトリクス２の材料構成は後ほど詳述する。
【００４８】
　図６は、図３のＡ－Ａ’線に沿った断面図であり、液晶表示装置としての構成を説明す
る。なお、液晶層の駆動用トランジスタや偏光板、配向膜などの図示は省略した。
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　図６の液晶層６の液晶分子は、アレイ基板３０の一面に水平な初期配向を持ち、画素電
極３１と共通電極３２との間に印加される電圧にて面上で回転する動作を行い、バックラ
イトユニットから出射される光の透過率を制御することによって表示を行う。液晶分子の
誘電率異方性は正であっても負であっても良い。対向基板１００の透明樹脂層１２（第１
透明樹脂層）上にはＩＴＯなどの透明電極を形成しない。なお、透明樹脂層１２上の配向
膜は図示を省略した。
【００４９】
＜第２実施形態＞
　第２の実施形態は、図７、図８に示すように、液晶表示装置のブラックマトリクス２に
形成された画素開口部２０に対応する位置に、赤層Ｒ、緑層Ｇ、青層Ｂが配設されたカラ
ーフィルタを具備する構成である（図７、８では緑層Ｇ部分を拡大して示している）。第
１光センサＳ１や第２光センサＳ２は、第１実施形態と同様、複数の画素の各々に形成さ
れている。液晶層６の液晶分子は、初期配向が垂直配向の液晶であり、対向電極（共通電
極）５２と画素電極５１間に印加される電圧で駆動され、電圧印加時に水平方向に倒れ、
光を透過する。偏光板は、クロスニコルでノーマリーオフとしている。
【００５０】
　図８は、図７のＣ－Ｃ’線に沿った断面図である。ブラックマトリクス２とほぼ同じ形
状で遮光層３が所定パターンで配設され、さらにカラーフィルタ上に第２透明樹脂層４が
形成されている。この第２透明樹脂層はその形成を省くこともできる。
　例えば、遮光層３は、遮光性のカーボンを色材として用いて形成されており、実質的に
、可視光と赤外域をともに透過させない。ブラックマトリクス２は、第１の実施形態と同
じ複数の有機顔料を混ぜ合わせた可視域を実質透過せず、赤外域を透過する特性を持って
いる。
【００５１】
　本発明の実施形態に関わるブラックマトリクス２は、図５の波長選択透過特性を示す線
ＢＬＫ１お及びＢＬＫ２に代表されるように、５０％透過率の波長（半値波長）をおよそ
６８０ｎｍから８００ｎｍの範囲に設定できる。この半値波長の調整は、有機顔料の組み
合わせや顔料比率、あるいはブラックマトリクス２の膜厚の調整で可能である。
【００５２】
　本実施形態のブラックマトリクス２は、図９に示すように遮光層３および金属配線２４
のパターンのない領域に、カラーフィルタ（図９では緑層Ｇ）に重畳する重畳部を持つ。
なお、図９は、図７のＤ－Ｄ’線に沿った断面図である。
【００５３】
　図１０は、緑層Ｇのパターンの透過特性ＧＬと、緑層Ｇのパターンとブラックマトリク
ス２の透過特性ＢＬＫ１（図５及び図９参照）とを重ねた透過特性ＧＬＢＬＫの一例を示
すグラフである。透過特性ＧＬは、図９で示す第２光センサＳ２の受光データに相当する
。透過特性ＧＬＢＬＫは、図９で示す第１光センサＳ１の受光データに相当する。
【００５４】
　可視光域の高精度の緑の検出データは、緑層Ｇのパターン経由で検出された光の検出デ
ータから、緑層Ｇのパターンとブラックマトリクス２とを光学的に重ねて検出された光の
検出データを減算して得られる。これらデータの演算処理は処理部３４で行われ、可視光
域の緑の検出データのみを抽出することができる。
【００５５】
　図１１は、赤層Ｒのパターンの透過特性ＲＬと、赤層Ｒのパターンとブラックマトリク
ス２の透過特性ＢＬＫ１（図５及び図９参照）とを重ねた透過特性ＲＬＢＬＫの一例を示
すグラフである。透過特性ＲＬは、図９で示す第２光センサＳ２の受光データに相当する
。透過特性ＲＬＢＬＫは、図９で示す第１光センサＳ１の受光データに相当する。
【００５６】
　可視光域の高精度の赤の検出データは、赤層Ｒのパターン経由で検出された光の検出デ
ータから、赤層Ｒのパターンとブラックマトリクス２とを光学的に重ねて検出された光の



(12) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

20

30

40

50

検出データを減算して得られる。これらデータの演算処理は処理部３４で行われ、可視光
域の赤の検出データのみを抽出することができる。
【００５７】
　図１２は、青層Ｂのパターンの透過特性ＢＬと、青層Ｂのパターンとブラックマトリク
ス２の透過特性ＢＬＫ１とを重ねた透過特性ＢＬＢＬＫの一例を示すグラフである。透過
特性ＢＬは、図９で示す第２光センサＳ２の受光データに相当する。透過特性ＢＬＢＬＫ
は、図９で示す第１光センサＳ１の受光データに相当する。
【００５８】
　可視光域の高精度の青の検出データは、青層Ｂのパターン経由で検出された光の検出デ
ータから、青層Ｂのパターンとブラックマトリクス２とを光学的に重ねて検出された光の
検出データを減算して得られる。これらデータの演算処理は処理部３４で行われ、可視光
域の青の検出データのみを抽出することができる。
【００５９】
　第１光センサＳ１と第２光センサＳ２第１の受光データの減算は、その演算時に、前述
した環境温度の変化などによる暗電流を補償することができるため、より高精度の受光デ
ータを抽出できる。入射光が太陽光のような外光あるいは暗い室内などの外光であれば、
これら受光データをそれぞれの受光条件に合わせて液晶表示装置の輝度調整にフィードバ
ックすることも可能である。
【００６０】
　近赤外域の、例えば、６８０ｎｍから８００ｎｍのみにおける受光データの取得を目的
とする場合は、例えば、赤層Ｒのパターンとブラックマトリクス２が重畳する重畳部の下
部に位置する第１光センサＳ１の受光データから、青層Ｂのパターンとブラックマトリク
ス２とが重畳する重畳部の下部に位置する第１光センサＳ１の受光データを引き算する。
これによって、６８０ｎｍから８００ｎｍの間の受光データを抽出できる。このとき、前
記した暗電流の補償も同時に行うことができる。
【００６１】
　また、図９において、図示を省略したバックライトユニットには、赤色・緑色・青色発
光のそれぞれ固体発光素子（ＬＥＤ）を具備することができる。例えば、赤色ＬＥＤ、緑
色ＬＥＤ、青色ＬＥＤを時分割（フィールドシーケンシャル）発光と、画素部の液晶との
同期制御を行う。これにより、フルカラーの表示を行うことができる。さらに、赤色ＬＥ
Ｄ、緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤのほかに赤外線発光ＬＥＤを加えることで、赤外線発光ＬＥ
Ｄから出射される赤外線を、指などポインタに照射することが可能となり、このような構
造をタッチセンシング用途に用いることができる。
【００６２】
　第１光センサＳ１を、赤外線受光のセンシングに適用できる。赤色・緑色・青色発光も
併用し、受光データに反映すればカラーコピーや個人認証などに適用できる。例えば、３
００ｐｐｉ以上の高精細化により、本発明の実施形態に関わる液晶表示装置用基板を具備
する液晶表示装置にて、指の認識など個人認証システムに応用することもできる。
【００６３】
　なお、本発明の実施形態に関わる液晶表示装置の光センサにシリコン系のフォトダイオ
ードを用いる場合、ＰＩＮダイオードを用いても良いし、ＰＮダイオードを用いても良い
。ＰＩＮダイオードの場合は、Ｐ型領域／真性領域／Ｎ型領域の並びを透明基板の面の水
平方向に並べて配設しても良いし、あるいは、透明基板の面の垂直方向に積層する構成で
も良い。
【００６４】
　以上のように、本発明に関わる液晶表示装置に具備されるブラックマトリクス２と赤層
Ｒのパターンとが重畳する位置、ブラックマトリクス２と緑層Ｇのパターンとが重畳する
位置、ブラックマトリクス２と青層Ｂのパターンとが重畳する位置のそれぞれに設けられ
た重畳部を活用することで、高い精度の色分離が可能となる。
　本発明の実施形態に関わる表示装置用基板を具備する液晶表示装置にて、例えば、カラ
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ーコピーや、カラーでの撮像やモーションセンサとしての活用、赤外域を利用したタッチ
センシング、光通信などが可能となる。
【００６５】
　なお、遮光層３とブラックマトリクス２のそれぞれの近赤外域の透過率が異なるので、
製造工程でのアライメント（位置合わせ）は、例えば、８００ｎｍの波長の光でアライメ
ントできる。本実施形態の遮光層３の形成パターンは、複数の開口部を含む周囲の４辺を
囲う、高い遮光性を有する額縁部として用いることができる。遮光層３にて位置合わせ用
のマークを透明基板上に、予め形成しておくこともできる。
【００６６】
＜第３実施形態＞
　第３の実施形態は、ブラックマトリクス２を、赤層Ｒのパターン、緑層Ｇのパターン、
青層Ｂのパターンの形成に先立って形成する本発明の一実施形態である。
　図１３に、第３実施形態の液晶表示装置の部分断面図を示した。
　第３実施形態の液晶層６の液晶分子は、初期配向が垂直配向の液晶であり、対向電極（
共通電極）５２と画素電極５１間に印加される電圧で駆動され、電圧印加時に水平方向に
倒れ、光を透過する。偏光板は、クロスニコルでノーマリーオフとしている。
【００６７】
　色分離を目的とせず、赤外域を利用するタッチセンシングを目的とする場合は、第２光
センサＳ２の配設を省くことができる。近赤外域を利用するタッチセンシングを目的とす
る場合は、赤層Ｒのパターン、緑層Ｇのパターン、青層Ｂのパターンのいずれかとブラッ
クマトリクス２とが重畳する重畳部のみを第１光センサＳ１に配設すれば良い。この第１
光センサＳ１は、例えば、１画素に一個、あるいは、３画素、６画素に一個といった形で
、種々の密度で形成できる。
【００６８】
＜構成材料の例示＞
　以下に、上述した各実施形態に示された液晶装置の各部材における構成材料の一例を列
記する。
（透明樹脂）
　ブラックマトリクス２、遮光層３および赤層Ｒ、緑層Ｇ、青層Ｂの画素パターンで構成
されるカラーフィルタの形成に用いられる感光性着色組成物は、顔料分散体（以下ペース
トと称する）に加え、多官能モノマー、感光性樹脂又は非感光性樹脂、重合開始剤、溶剤
などを含有する。例えば、本実施形態で用いられる感光性樹脂及び非感光性樹脂などのよ
うな透明性の高い有機樹脂は、総称して透明樹脂と称される。
【００６９】
　透明樹脂としては、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、又は感光性樹脂を用いることができ
る。熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、
塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル
共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、
アルキッド樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セ
ルロース類、ポリブタジエン、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリイミド樹脂などを用
いることができる。熱硬化性樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹
脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フ
ェノール樹脂などを用いることができる。熱硬化性樹脂は、メラミン樹脂とイソシアネー
ト基を含有する化合物とを反応させて生成されるとしてもよい。
【００７０】
（アルカリ可溶性樹脂）
　本実施形態に係る遮光層３及びブラックマトリクス２、第１透明樹脂層１２、第２透明
樹脂層１１，カラーフィルタの形成には、フォトリソグラフィによるパターン形成が可能
な感光性樹脂組成物を用いることが好ましい。これら透明樹脂は、アルカリ可溶性を付与
された樹脂であることが望ましい。アルカリ可溶性樹脂として、カルボキシル基又は水酸
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基を含む樹脂を用いてもよく、他の樹脂を用いてもよい。アルカリ可溶性樹脂としては、
例えば、エポキシアクリレート系樹脂、ノボラック系樹脂、ポリビニルフェノール系樹脂
、アクリル系樹脂、カルボキシル基含有エポキシ樹脂、カルボキシル基含有ウレタン樹脂
などを用いることができる。これら樹脂のうち、アルカリ可溶性樹脂としては、エポキシ
アクリレート系樹脂、ノボラック系樹脂、アクリル系樹脂を用いることが好ましく、特に
、エポキシアクリレート系樹脂又はノボラック系樹脂が好ましい。
【００７１】
（アクリル樹脂）
　本実施形態に用いることの可能な透明樹脂の代表として、以下のアクリル系樹脂が例示
される。
　アクリル系樹脂としては、単量体として、例えば、（メタ）アクリル酸；メチル（メタ
）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリレート、ブチル
（メタ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレートペンジル（メタ）アクリレート
、ラウリル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレート；ヒドロキシエチル
（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートなどの水酸基含有（メ
タ）アクリレート；エトキシエチル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレ
ートなどのエーテル基含有（メタ）アクリレート；及びシクロヘキシル（メタ）アクリレ
ート、イソボルニル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレートな
どの脂環式（メタ）アクリレートなどを用いて得る重合体を用いることができる。
【００７２】
　なお、例示されたこれら単量体は、単独で使用、又は、２種以上を併用することができ
る。
【００７３】
　さらに、アクリル樹脂は、これら材料の単量体と共重合可能なスチレン、シクロヘキシ
ルマレイミド、又はフェニルマレイミドなどの化合物を含む共重合体を用いて生成されて
もよい。また、例えば、（メタ）アクリル酸などのエチレン性不飽和基を有するカルボン
酸を共重合して得られた共重合体と、グリシジルメタクリレートなどのエポキシ基及び不
飽和二重結合を含有する化合物とを反応させることによって、感光性を有する樹脂を生成
し、アクリル樹脂を得てもよい。例えば、グリシジルメタクリレートなどのエポキシ基含
有（メタ）アクリレートの重合体、又は、この重合体とその他の（メタ）アクリレートと
の共重合体に、（メタ）アクリル酸などのカルボン酸含有化合物を付加させることによっ
て、感光性を有する樹脂を生成し、アクリル樹脂としてもよい。
【００７４】
（有機顔料）
　赤色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　７、９、１４、４１、
４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、１２
２、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１７９、１８０、１８４、１８
５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、２２
０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２４２、２４６、２５４、２５
５、２６４、２７２、２７９などを用いることができる。
【００７５】
　黄色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１、２、３、４
、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２
、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、
５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９
４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１
２６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４４、１４６、１４７、１
４８、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１
６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１
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７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１
９３、１９４、１９９、２１３、２１４などを用いることができる。
【００７６】
　青色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５、１５：１、１
５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、６４、８０などを用いるこ
とができる。また、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３は、赤外域での半値波
長が７６０ｎｍ付近である。例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３の顔
料のような半値波長が７００ｎｍから８００ｎｍの波長域にある顔料を少量添加すること
で、ブラックマトリクス２の半値波長を、例えば、６８０ｎｍより長波長側に調整できる
。
【００７７】
　紫色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１、１９、２３
、２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２、５０などを用いることができ、これら顔
料の中では、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　２３が好ましい。
【００７８】
　緑色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　１、２、４、７、
８、１０、１３、１４、１５、１７、１８、１９、２６、３６、４５、４８、５０、５１
、５４、５５、５８などを用いることができ、これら顔料の中では、ハロゲン化亜鉛フタ
ロシアニン緑色顔料であるＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　５８が好ましい。緑色
顔料としては、ハロゲン化アルミニウムフタロシアニン顔料を用いるとしてもよい。
【００７９】
（遮光層及びブラックマトリクスの色材）
　遮光層３及びブラックマトリクス２に含まれる遮光性の色材は、可視光波長領域に吸収
性を持ち、遮光機能を備えた色材である。本実施形態において遮光性の色材には、例えば
、有機顔料、無機顔料、染料などを用いることができる。光の赤外域透過性を重視するブ
ラックマトリクス２の色材は、有機顔料を主体とすることが望ましい。遮光層３の色材と
して、例えば、カーボンブラック、酸化チタンなどを用いることができる。遮光層３及び
ブラックマトリクス２に含めることの可能な染料としては、例えば、アゾ系染料、アント
ラキノン系染料、フタロシアニン系染料、キノンイミン系染料、キノリン系染料、ニトロ
系染料、カルボニル系染料、メチン系染料などを用いることができる。有機顔料について
は、例えば、上記の有機顔料を適用してもよい。なお、これら遮光性の色材は、１種を用
いてもよく、適当な比率で２種以上を組み合わせてもよい。
【００８０】
　例えば、可視光波長域は、およそ光波長４００ｎｍ～７００ｎｍの範囲である。
【００８１】
　本実施形態に係るブラックマトリクス２の透過率が立ち上がる波長は、およそ光波長６
８０ｎｍ～およそ光波長８００ｎｍの領域にある。ここで、およそ光波長６８０ｎｍでは
、赤層の透過率が高く維持される。光波長８００ｎｍは、青層の透過率が高くなる立ち上
がり部分である。
【００８２】
（遮光層に適用される黒色レジストの例）
　遮光層に用いられる黒色ペースト（分散体）の調製例について説明する。
　下記の組成の混合物が均一に攪拌混合され、ビーズミル分散機にて攪拌され、黒色ペー
ストが作製される。それぞれの組成は、質量部で表す。
　カーボン顔料　２０部
　分散剤　８．３部
　銅フタロシアニン誘導体　１．０部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　７１部
【００８３】
　上記黒色ペーストを用いて、下記の組成の混合物が均一になるように攪拌混合され、５
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μｍのフィルタで濾過され、額縁部１に適用される黒色レジストが調製される。本実施形
態において、レジストとは、カーボン又は顔料を含む感光性着色組成物を指す。
　黒色ペースト　２５．２部
　アクリル樹脂溶液　１８部
　ジペンタエリスリトールペンタおよびヘキサアクリレート　５．２部
　光重合開始剤　１．２部
　増感剤　０．３部
　レベリング剤　０．１部
　シクロヘキサノン　２５部
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　２５部
【００８４】
　本実施形態及び上記各実施形態において、黒色レジスト又はカラーレジストにおける主
たる色材は、そのレジストに含まれる色材の全質量比（％）に対して５０％以上を占める
色材を意味する。例えば、黒色レジストは、カーボンが色材の１００％を占め、カーボン
が主たる色材となる。また、カーボンを主たる色材とする黒色レジストでは、その色調又
は反射色を調整するため、全質量比にて１０％以下を目安に、赤色、黄色、青色などの有
機顔料を添加してもよい。
【００８５】
（ブラックマトリクスに用いられる黒色レジストの例）
　ブラックマトリクス２に用いられる有機顔料の混合例を以下に示す。
　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４（以下、Ｒ２５４と略記する）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８５（以下、Ｙ１８５と略記する）
　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３（以下、Ｖ２３と略記する）
　これら３種類の顔料のうち、Ｙ１３９あるいはＲ２５４のいずれかの顔料は除かれても
よい。さらに、この３種類の顔料の他に、色（透過波長）調整用に微量の他の種類の顔料
、例えば、上記の有機顔料、が３０質量％以下の少量で添加されてもよい。例えば、ハロ
ゲン化亜鉛フタロシアニン顔料、ハロゲン化銅フタロシアニン顔料、ハロゲン化アルミニ
ウムフタロシアニン顔料、あるいはＣ．Ｉピグメントブルー１５：３を、光波長７００ｎ
ｍ付近の分光特性の立ち上がりの調整（分光カーブ形状の調整）のために、３０％質量以
下の量で用いることができる。
【００８６】
　ブラックマトリクス２は、可視域での透過率が５％以下であることが望ましい。可視域
は、通常、およそ光波長４００ｎｍ～７００ｎｍである。ブラックマトリクス２の半値の
波長を光波長６７０ｎｍ～７５０ｎｍの範囲に設定するためには、およそ光波長６６０ｎ
ｍ付近から赤外線透過率特性が立ち上がり、長波長側で透過率特性が高くなる必要がある
。ブラックマトリクス２の低透過率の波長範囲は、およそ光波長４００ｎｍ～６５０ｎｍ
の範囲としてもよい。なお、ブラックマトリクス２の透過率をおよそ光波長４００ｎｍ～
６５０ｎｍの範囲で５％以下の低い値とすることは、有機顔料遮光層１４に含まれる顔料
の量を増やす、又は、ブラックマトリクス２の膜厚を厚くすることで極めて容易に実現可
能である。
【００８７】
　半値波長の波長位置も、同様に、顔料の量、後述する紫色顔料、緑色顔料、黄色顔料、
赤色顔料、青色顔料の組成比、ブラックマトリクス２の膜厚などに基づいて、容易に調整
することができる。ブラックマトリクス２に適用される緑色顔料としては、後述する種々
の緑色顔料を適用することができる。ブラックマトリクス２の半値波長を光波長６８０ｎ
ｍ～８００ｎｍの範囲に設定するために、緑色顔料や青色顔料としては、赤外線透過率の
立ち上がり（例えば、半値波長）が、光波長６８０ｎｍ～８００ｎｍの範囲にある顔料が
好ましい。半値波長を光波長６８０ｎｍ～８００ｎｍの範囲に設定するための調整は、主
に紫色顔料と緑色顔料とに基づいて実現される。ブラックマトリクス２の分光特性を調節
するために、青色顔料が添加されるとしてもよい。上記、有機顔料の混合例の紫色顔料に
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代えて、前記青色顔料を用いれば半値波長を、およそ８００ｎｍに調整できる。
【００８８】
　Ｒ２５４の質量比率（％）は、例えば、１５～４０％の範囲に属するとしてもよい。
【００８９】
　Ｙ１８５の質量比率（％）は、例えば、１０～３０％の範囲に属するとしてもよい。
【００９０】
　Ｖ２３の質量比率（％）は、例えば、７５～３０％の範囲に属するとしてもよい。
　前記した緑色顔料や青色顔料をさらに加えることにより、Ｖ２３の全体顔料での質量比
率を下げることができる。
【００９１】
　ブラックマトリクス２の膜厚、例えば、１μｍ前後の膜厚では、Ｖ２３の紫色顔料を７
５～３０％の範囲のいずれかの値でブラックマトリクス２に添加する。これにより、ブラ
ックマトリクス２は、光波長６７０ｎｍより長波長側で半値波長を持つ。黄色の有機顔料
を１０～３０％のいずれかの添加量とし、さらに、赤色の有機顔料を１５～４０％添加し
、混合することにより、ブラックマトリクス２の光波長４００ｎｍ～６６０ｎｍの透過率
を十分に下げることができる。光波長４００ｎｍ～６６０ｎｍの範囲において有機顔料遮
光層１４の透過率が僅かに高くなることを防止する（分光特性における透過率０％のベー
スラインからブラックマトリクスＢＭの透過率が僅かに高くなることを防止する）ことに
より、第１光センサＳ１の受光データから第２光センサＳ２の受光データの減算により、
正確な色分離を行うことができる。また、半値波長やブラックマトリクス２の透過率は、
ブラックマトリクス２の膜厚で調整できる。
【００９２】
　通常、これら顔料に基づいてカラーレジスト（着色組成物）が生成される前に、顔料は
、樹脂又は溶液に分散され、顔料ペースト（分散液）が生成される。例えば、顔料Ｙ１８
５単体を樹脂又は溶液に分散させるためには、顔料Ｙ１８５の７部（質量部）に対して以
下の材料が混合される。
【００９３】
　アクリル樹脂溶液（固形分２０％）　４０部
　分散剤　０．５部
　シクロヘキサノン　２３．０部
　なお、Ｖ２３、Ｒ２５４などのような他の顔料についても、同じ樹脂又は溶液に分散さ
れ、黒色の顔料分散ペーストが生成されてもよい。
【００９４】
　以下に、上記の顔料分散ペーストに基づいて黒色レジスト２を生成するための組成比を
例示する。
【００９５】
　Ｙ１３９ペースト　１４．７０部
　Ｖ２３ペースト　２０．６０部
　アクリル樹脂溶液　１４．００部
　アクリルモノマー　４．１５部
　開始剤　０．７部
　増感剤　０．４部
　シクロヘキサノン　２７．００部
　ＰＧＭＡＣ　１０．８９部
　上記の組成比によりブラックマトリクス２に用いられる黒色レジストが形成される。
【００９６】
　ブラックマトリクス２の形成に用いられる顔料の主色材である黒色レジストは、全質量
比に対し約５８％を占める紫色顔料Ｖ２３である。有機顔料の多くは、およそ光波長８０
０ｎｍより長波長領域で高い透過率を持つ。黄色顔料Ｙ１３９も、光波長８００ｎｍより
も長波長領域で高い透過率を持つ有機顔料である。
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　例えば、黒色レジストの主たる色材は、１００％の有機顔料としてもよい。あるいは、
有機顔料を主色材とする黒色レジスト２では、遮光性を調整するため、全質量の４０％以
下を目安にカーボンを添加してもよい。
　上記した黒色レジストを含む着色レジストは、透明基板上に塗布し、周知のフォトリス
グラフィのプロセスでパターン形成できる。あるいは、例えば、ノボラック系の感光性レ
ジストを用いてドライエッチングの手法でパターン形成できる。
【００９８】
　カーボンを主たる顔料とする黒色レジストでは、額縁部のほかにアライメントマークを
合わせて形成し、このアライメントマークを用いて黒色レジストの塗布後のアライメント
は可能である。アライメントマークは、図５に示すように、例えば、光の波長８５０ｎｍ
での透過率の差を利用し、赤外線カメラなどを用いて認識できる。
【００９９】
　本発明の実施形態に関わる液晶表示装置は、種々の応用が可能である。本発明の液晶表
示装置が対象とできる電子機器として、例えば、携帯電話、携帯型ゲーム機器、携帯情報
端末、パーソナルコンピュータ、電子書籍、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラ、ヘッ
ドマウントディスプレイ、ナビゲーションシステム、音響再生装置（カーオーディオ、デ
ジタルオーディオプレイヤー等）、複写機、ファクシミリ、プリンター、プリンター複合
機、自動販売機、現金自動預け入れ払い機（ＡＴＭ）、個人認証機器、光通信機器などが
挙げられる。
【符号の説明】
【０１００】
２…ブラックマトリクス、３…遮光層、４、１１…第２透明樹脂層、６…液晶層、１０…
第１透明基板、１２…第１透明樹脂層（透明樹脂層）、１３…バックライトユニット、１
４…表示部、１５…偏光板、１６…ポインタ、２０…開口部（画素開口部）、２１…上部
電極、２２…下部電極、２４…金属配線、２５…ダミーパターン（金属層）、３０…第２
透明基板、３３…絶縁層、３４…処理部、３５、３６、３７…アモルファスシリコン、３
１、５１…画素電極、３２…共通電極、５２…対向電極（共通電極）、１００…表示装置
用基板（対向基板）、２００…液晶セル、３００…アレイ基板、４００…液晶表示装置、
Ｒ…赤層、Ｇ…緑層、Ｂ…青層、Ｓ１…第１光センサ、Ｓ２…第２光センサ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月29日(2014.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有するブ
ラックマトリクスと透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線と、ダミーパターンとを配
設してなるアレイ基板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有し、
　前記センサは、
　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した
時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパターンの表層は、銅あるいは銅合金で構成さ
れ、
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　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように前記金属
配線及び前記ダミーパターンが形成されている液晶表示装置。
【請求項２】
第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有し、可
視光域と赤外域の光を遮光する遮光層と、前記複数の画素開口部に赤層、緑層、青層の着
色画素をそれぞれ具備してなるカラーフィルタと、ブラックマトリクスと、透明樹脂層と
をこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配設してなるアレイ基
板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれ
かと重畳する重畳部を持ち、
　前記センサは、
　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した
時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　前記金属配線は、
　少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構成され、
　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形成され
ている液晶表示装置。
【請求項３】
第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有するブ
ラックマトリクスと、前記複数の画素開口部に赤層、緑層、青層の着色画素をそれぞれ具
備してなるカラーフィルタと、透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線とを配設してなるアレイ基
板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれ
かと重畳する重畳部を持ち、
　前記センサは、
　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した
時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　前記金属配線は、
　少なくともその表層が銅あるいは銅合金で構成され、
　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように形成され
ている液晶表示装置。
【請求項４】
前記ブラックマトリクスは、主たる色材として複数の有機顔料を含む請求項１から請求項
３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
前記酸化物半導体は、ガリウム、インジウム、亜鉛、ハフニウム、錫、イットリウム、チ
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タン、ゲルマニウム、シリコンから２種以上選ばれる複合金属酸化物である請求項１から
請求項４のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記カラーフィルタは、前記赤層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記緑層
と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記青層と前記ブラックマトリクスとが重
畳する位置のそれぞれに、前記重畳部を持ち、
　前記光センサが、平面視において、前記赤層、前記緑層、前記青層のそれぞれの着色画
素の下部と、前記重畳部の下部に具備される請求項２又は請求項３に記載の液晶表示装置
。
【請求項７】
前記液晶セルの前記対向基板とは反対側に設けられ、少なくとも６８０ｎｍよりも長い波
長域の光を発光するバックライトユニットを更に備える請求項１から請求項６のいずれか
一項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
前記対向基板から平面視した時に前記画素開口部と重なるように形成され、少なくとも可
視光域に感度域を有する光センサを更に備える請求項１から請求項５、請求項７のいずれ
か一項に記載の液晶表示装置。
【手続補正書】
【提出日】平成26年12月16日(2014.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有する
ブラックマトリクスと透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線と、ダミーパターンとを配
設してなるアレイ基板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有し、
　前記センサは、
　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した
時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパターンの表層は、銅あるいは銅合金で構成さ
れ、
　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように前記金属
配線及び前記ダミーパターンが形成されている液晶表示装置。
【請求項２】
　第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有し、
可視光域と赤外域の光を遮光する遮光層と、前記複数の画素開口部に赤層、緑層、青層の
着色画素をそれぞれ具備してなるカラーフィルタと、ブラックマトリクスと、透明樹脂層
とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
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をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線と、ダミーパターンを配設
してなるアレイ基板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれ
かと重畳する重畳部を持ち、
　前記センサは、
　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した
時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパターンの表層は、銅あるいは銅合金で構成さ
れ、
　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように前記金属
配線及び前記ダミーパターンが形成されている液晶表示装置。
【請求項３】
　第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少なくとも、複数の画素開口部を有する
ブラックマトリクスと、前記複数の画素開口部に赤層、緑層、青層の着色画素をそれぞれ
具備してなるカラーフィルタと、透明樹脂層とをこの順で積層してなる対向基板と、
　第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光センサと、酸化物半導体
をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線と、ダミーパターンとを配
設してなるアレイ基板と、
　を有し、前記対向基板と前記アレイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合
わせてなる液晶セルを備え、
　前記ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域にお
いて透過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさら
に高い透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれ
かと重畳する重畳部を持ち、
　前記センサは、
　前記検出波長域を含む感度域を有し、
　前記アクティブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した
時に前記ブラックマトリクスと重なるように形成され、
　少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパターンの表層は、銅あるいは銅合金で構成さ
れ、
　前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を埋めるように前記金属
配線及び前記ダミーパターンが形成されている液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ブラックマトリクスは、主たる色材として複数の有機顔料を含む請求項１から請求
項３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記酸化物半導体は、ガリウム、インジウム、亜鉛、ハフニウム、錫、イットリウム、
チタン、ゲルマニウム、シリコンから２種以上選ばれる複合金属酸化物である請求項１か
ら請求項４のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記カラーフィルタは、前記赤層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記緑
層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記青層と前記ブラックマトリクスとが
重畳する位置のそれぞれに、前記重畳部を持ち、
　前記光センサが、平面視において、前記赤層、前記緑層、前記青層のそれぞれの着色画
素の下部と、前記重畳部の下部に具備される請求項２又は請求項３に記載の液晶表示装置
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。
【請求項７】
　前記液晶セルの前記対向基板とは反対側に設けられ、少なくとも６８０ｎｍよりも長い
波長域の光を発光するバックライトユニットを更に備える請求項１から請求項６のいずれ
か一項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記対向基板から平面視した時に前記画素開口部と重なるように形成され、少なくとも
可視光域に感度域を有する光センサを更に備える請求項１から請求項５、請求項７のいず
れか一項に記載の液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
［０００９］
特許文献１：日本国特開２００９－１２９３９７号公報
特許文献２：日本国特開２０１３－００８９９１号公報
特許文献３：日本国特開平１０－３０７３０３号公報
発明の概要
発明が解決しようとする課題
［００１０］
　本発明は、このような従来の実情に鑑みてなされたものであり、光センシングを用いつ
つ、感度に優れた液晶表示装置を提供することを目的とする。
課題を解決するための手段
［００１１］
　上記課題を解決するために、本発明のいくつかの態様は、次のような液晶表示装置を提
供した。
　本発明の第一態様の液晶表示装置は、第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少
なくとも、複数の画素開口部を有するブラックマトリクスと透明樹脂層とをこの順で積層
してなる対向基板と、第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光セン
サと、酸化物半導体をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線と、ダ
ミーパターンとを配設してなるアレイ基板と、を有し、前記対向基板と前記アレイ基板と
を、液晶層を介して向かい合うように貼り合わせてなる液晶セルを備え、前記ブラックマ
トリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において透過率が５０
％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさらに高い透過率とな
る透過特性を有する。前記センサは、前記検出波長域を含む感度域を有し、前記アクティ
ブ素子より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した時に前記ブラッ
クマトリクスと重なるように形成されている。少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパ
ターンの表層は、銅あるいは銅合金で構成され、前記対向基板から平面視した時に、前記
光センサと重なる領域を埋めるように前記金属配線及び前記ダミーパターンが形成されて
いる。
［００１２］
　本発明の第二態様の液晶表示装置は、第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少
なくとも、複数の画素開口部を有し、可視光域と赤外域の光を遮光する遮光層と、前記複
数の画素開口部に赤層、緑層、青層の着色画素をそ
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００４】
れぞれ具備してなるカラーフィルタと、ブラックマトリクスと、透明樹脂層とをこの順で
積層してなる対向基板と、第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくとも、光
センサと、酸化物半導体をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属配線と
、ダミーパターンとを配設してなるアレイ基板と、を有し、前記対向基板と前記アレイ基
板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合わせてなる液晶セルを備え、前記ブラッ
クマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において透過率が
５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさらに高い透過率
となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれかと重畳する
重畳部を持つ。前記センサは、前記検出波長域を含む感度域を有し、前記アクティブ素子
より前記液晶層に近い位置であって、前記対向基板から平面視した時に前記ブラックマト
リクスと重なるように形成されている。少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパターン
の表層は、銅あるいは銅合金で構成され、前記対向基板から平面視した時に、前記光セン
サと重なる領域を埋めるように前記金属配線及び前記ダミーパターンが形成されている。
［００１３］
　本発明の第三態様の液晶表示装置は、第１透明基板を有し、前記第１透明基板上に、少
なくとも、複数の画素開口部を有するブラックマトリクスと、前記複数の画素開口部に赤
層、緑層、青層の着色画素をそれぞれ具備してなるカラーフィルタと、透明樹脂層とをこ
の順で積層してなる対向基板と、第２透明基板を有し、前記第２透明基板上に、少なくと
も、光センサと、酸化物半導体をチャネル層として備える複数のアクティブ素子と、金属
配線と、ダミーパターンとを配設してなるアレイ基板と、を有し、前記対向基板と前記ア
レイ基板とを、液晶層を介して向かい合うように貼り合わせてなる液晶セルを備え、前記
ブラックマトリクスは、光の波長６８０ｎｍ以上８００ｎｍ以下の検出波長域において透
過率が５０％以上となり、前記透過率が５０％以上となる波長より長波長側でさらに高い
透過率となる透過特性を有するとともに、前記赤層、前記緑層、前記青層のいずれかと重
畳する重畳部を持つ。前記センサは、前記検出波長域を含む感度域を有し、前記アクティ
ブ素子より前記液晶層に
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
近い位置であって、前記対向基板から平面視した時に前記ブラックマトリクスと重なるよ
うに形成されている。少なくとも前記金属配線及び前記ダミーパターンの表層は、銅ある
いは銅合金で構成され、前記対向基板から平面視した時に、前記光センサと重なる領域を
埋めるように前記金属配線及び前記ダミーパターンが形成されている。
［００１４］
　本発明の上記態様の液晶表示装置においては、前記ブラックマトリクスは、主たる色材
として複数の有機顔料を含むことが好ましい。
［００１５］
　本発明の上記態様の液晶表示装置においては、前記酸化物半導体は、ガリウム、インジ
ウム、亜鉛、ハフニウム、錫、イットリウム、チタン、ゲルマニウム、シリコンから２種
以上選ばれる複合金属酸化物であることが好ましい。
［００１６］
　本発明の上記態様の液晶表示装置においては、前記カラーフィルタは、前記赤層と前記
ブラックマトリクスとが重畳する位置、前記緑層と前記ブラックマトリクスとが重畳する
位置、前記青層と前記ブラックマトリクスとが重畳する位置のそれぞれに、前記重畳部を
持つことが好ましい。更に、前記光センサが、平面視において、前記赤層、前記緑層、前
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記青層のそれぞれの着色画素の下部と、前記重畳部の下部に具備されることが好ましい。
［００１７］
　本発明の上記態様の液晶表示装置は、前記液晶セルの前記対向基板とは反対側に設けら
れ、少なくとも６８０ｎｍよりも長い波長域の光を発光するバックライトユニットを更に
備えることが好ましい。
［００１８］
　本発明の上記態様の液晶表示装置は、前記対向基板から平面視した時に前記画素開口部
と重なるように形成され、少なくとも可視光域に感度域を有する光センサを更に備えるこ
とが好ましい。
発明の効果
［００１９］
　本発明の液晶表示装置によれば、光センシングを用いつつ、感度に優れた液晶表示装置
を提供することが可能になる。
図面の簡単な説明
［００２０］
［図１］波長に応じた金属の反射特性を示すグラフである。
［図２］本発明の第１実施形態に係る液晶表示装置を示す要部拡大断面図である
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
［００４０］
　第１光センサＳ１及び図示しない第２光センサＳ２は、液晶層６に近い位置から遠い位
置に向けた方向において、順に、Ｐ型半導体のアモルファスシリコン３５、真性半導体（
Ｉ型）のアモルファスシリコン３６、Ｎ型半導体のアモルファスシリコン３７が積層され
た構成を有する。例えば、Ｐ型半導体のアモルファスシリコン３５は５ｎｍ～５０ｎｍの
膜厚で、Ｉ型半導体のアモルファスシリコン３６は膜厚１００ｎｍ～１０００ｎｍで、Ｎ
型半導体のアモルファスシリコン３７は２０ｎｍ～２００ｎｍの膜厚で形成できる。
［００４１］
　Ｐ型半導体のアモルファスシリコン３５の上面、Ｎ型半導体のアモルファスシリコン３
７の下面の各々には、光透過性の導電膜（透明導電膜）として機能する上部電極２１及び
下部電極２２が配設されている。透明導電膜は、例えば、ＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ
　Ｏｘｉｄｅ）と呼称される導電性金属酸化物などから形成される。上部電極２１は、例
えば、ジグザク形状の細線パターン、あるいは櫛歯状の細線パターンなどとすることがで
きる。上部電極２１のパターン形状を工夫することによって、下部電極２２による集電効
果を上げることができる。
［００４２］
　第１光センサＳ１や第２光センサＳ２上に感度向上のため、例えば、透明樹脂などで柱
状構造物、凹凸構造物、量子ドットなどを積層してもよい。これら構造物には、波長変換
機能を有する粒子や染料などを添加することも好ましい。Ｐ型半導体とＮ型半導体の形成
位置は入れ替えてもよく、あるいは、水平方向に並べて形成することもできる。アモルフ
ァスシリコンは、微結晶シリコンとすることもできる。
［００４３］
　これら第１光センサＳ１や第２光センサＳ２は、図示されるように、予め酸化物半導体
によるトランジスタを形成した基板上に、例えば、周知のアモルファスシリコン半導体工
程を用いて形成される。
［００４４］
　第１光センサＳ１は、下部電極２２からコンタクトホール２３及び金属配線２４を介し
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て、トランジスタの電極と電気的につながっている。第１光センサＳ１の上部電極２１は
、図示しないコンタクトホールを介して共通電極配線につながっている。これによって、
リセット信号が付与されたときに、第１光セン
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
構成を説明する。なお、液晶層の駆動用トランジスタや偏光板、配向膜などの図示は省略
した。
　図６の液晶層６の液晶分子は、アレイ基板３００の一面に水平な初期配向を持ち、画素
電極３１と共通電極３２との間に印加される電圧にて面上で回転する動作を行い、バック
ライトユニットから出射される光の透過率を制御することによって表示を行う。液晶分子
の誘電率異方性は正であっても負であっても良い。対向基板１００の透明樹脂層１２（第
１透明樹脂層）上にはＩＴＯなどの透明電極を形成しない。なお、透明樹脂層１２上の配
向膜は図示を省略した。
［００４９］
＜第２実施形態＞
　第２の実施形態は、図７、図８に示すように、液晶表示装置のブラックマトリクス２に
形成された画素開口部２０に対応する位置に、赤層Ｒ、緑層Ｇ、青層Ｂが配設されたカラ
ーフィルタを具備する構成である（図７、８では緑層Ｇ部分を拡大して示している）。第
１光センサＳ１や第２光センサＳ２は、第１実施形態と同様、複数の画素の各々に形成さ
れている。液晶層６の液晶分子は、初期配向が垂直配向の液晶であり、対向電極（共通電
極）５２と画素電極５１間に印加される電圧で駆動され、電圧印加時に水平方向に倒れ、
光を透過する。偏光板は、クロスニコルでノーマリーオフとしている。
［００５０］
　図８は、図７のＣ－Ｃ’線に沿った断面図である。ブラックマトリクス２とほぼ同じ形
状で遮光層３が所定パターンで配設され、さらにカラーフィルタ上に第２透明樹脂層４が
形成されている。この第２透明樹脂層はその形成を省くこともできる。
　例えば、遮光層３は、遮光性のカーボンを色材として用いて形成されており、実質的に
、可視光と赤外域をともに透過させない。ブラックマトリクス２は、第１の実施形態と同
じ複数の有機顔料を混ぜ合わせた可視域を実質透過せず、赤外域を透過する特性を持って
いる。
［００５１］
　本発明の実施形態に関わるブラックマトリクス２は、図５の波長選択透過特性を示す線
ＢＬＫ１お及びＢＬＫ２に代表されるように、５０％透過率の
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
用に微量の他の種類の顔料、例えば、上記の有機顔料、が３０質量％以下の少量で添加さ
れてもよい。例えば、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料、ハロゲン化銅フタロシアニン
顔料、ハロゲン化アルミニウムフタロシアニン顔料、あるいはＣ．Ｉピグメントブルー１
５：３を、光波長７００ｎｍ付近の分光特性の立ち上がりの調整（分光カーブ形状の調整
）のために、３０％質量以下の量で用いることができる。
［００８６］
　ブラックマトリクス２は、可視域での透過率が５％以下であることが望ましい。可視域
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は、通常、およそ光波長４００ｎｍ～７００ｎｍである。ブラックマトリクス２の半値の
波長を光波長６７０ｎｍ～７５０ｎｍの範囲に設定するためには、およそ光波長６６０ｎ
ｍ付近から赤外線透過率特性が立ち上がり、長波長側で透過率特性が高くなる必要がある
。ブラックマトリクス２の低透過率の波長範囲は、およそ光波長４００ｎｍ～６５０ｎｍ
の範囲としてもよい。なお、ブラックマトリクス２の透過率をおよそ光波長４００ｎｍ～
６５０ｎｍの範囲で５％以下の低い値とすることは、有機顔料遮光層に含まれる顔料の量
を増やす、又は、ブラックマトリクス２の膜厚を厚くすることで極めて容易に実現可能で
ある。
［００８７］
　半値波長の波長位置も、同様に、顔料の量、後述する紫色顔料、緑色顔料、黄色顔料、
赤色顔料、青色顔料の組成比、ブラックマトリクス２の膜厚などに基づいて、容易に調整
することができる。ブラックマトリクス２に適用される緑色顔料としては、後述する種々
の緑色顔料を適用することができる。ブラックマトリクス２の半値波長を光波長６８０ｎ
ｍ～８００ｎｍの範囲に設定するために、緑色顔料や青色顔料としては、赤外線透過率の
立ち上がり（例えば、半値波長）が、光波長６８０ｎｍ～８００ｎｍの範囲にある顔料が
好ましい。半値波長を光波長６８０ｎｍ～８００ｎｍの範囲に設定するための調整は、主
に紫色顔料と緑色顔料とに基づいて実現される。ブラックマトリクス２の分光特性を調節
するために、青色顔料が添加されるとしてもよい。上記、有機顔料の混合例の紫色顔料に
代えて、前記青色顔料を用いれば半値波長を、およそ８００ｎｍに調整できる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
［００８８］
　Ｒ２５４の質量比率（％）は、例えば、１５～４０％の範囲に属するとしてもよい。
［００８９］
　Ｙ１８５の質量比率（％）は、例えば、１０～３０％の範囲に属するとしてもよい。
［００９０］
　Ｖ２３の質量比率（％）は、例えば、７５～３０％の範囲に属するとしてもよい。
　前記した緑色顔料や青色顔料をさらに加えることにより、Ｖ２３の全体顔料での質量比
率を下げることができる。
［００９１］
　ブラックマトリクス２の膜厚、例えば、１μｍ前後の膜厚では、Ｖ２３の紫色顔料を７
５～３０％の範囲のいずれかの値でブラックマトリクス２に添加する。これにより、ブラ
ックマトリクス２は、光波長６７０ｎｍより長波長側で半値波長を持つ。黄色の有機顔料
を１０～３０％のいずれかの添加量とし、さらに、赤色の有機顔料を１５～４０％添加し
、混合することにより、ブラックマトリクス２の光波長４００ｎｍ～６６０ｎｍの透過率
を十分に下げることができる。光波長４００ｎｍ～６６０ｎｍの範囲において有機顔料遮
光層の透過率が僅かに高くなることを防止する（分光特性における透過率０％のベースラ
インからブラックマトリクスＢＭの透過率が僅かに高くなることを防止する）ことにより
、第１光センサＳ１の受光データから第２光センサＳ２の受光データの減算により、正確
な色分離を行うことができる。また、半値波長やブラックマトリクス２の透過率は、ブラ
ックマトリクス２の膜厚で調整できる。
［００９２］
　通常、これら顔料に基づいてカラーレジスト（着色組成物）が生成される前に、顔料は
、樹脂又は溶液に分散され、顔料ペースト（分散液）が生成される。例えば、顔料Ｙ１８
５単体を樹脂又は溶液に分散させるためには、顔料Ｙ１８５の７部（質量部）に対して以
下の材料が混合される。
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［００９３］
　アクリル樹脂溶液（固形分２０％）４０部
　分散剤　０．５部
　シクロヘキサノン　２３．０部
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　なお、Ｖ２３、Ｒ２５４などのような他の顔料についても、同じ樹脂又は溶液に分散さ
れ、黒色の顔料分散ペーストが生成されてもよい。
［００９４］
　以下に、上記の顔料分散ペーストに基づいて黒色レジストを生成するための組成比を例
示する。
［００９５］
　Ｙ１３９ペースト　１４．７０部
　Ｖ２３ペースト　２０．６０部
　アクリル樹脂溶液　１４．００部
　アクリルモノマー　４．１５部
　開始剤　０．７部
　増感剤　０．４部
　シクロヘキサノン　２７．００部
　ＰＧＭＡＣ　１０．８９部
　上記の組成比によりブラックマトリクス２に用いられる黒色レジストが形成される。
［００９６］
　ブラックマトリクス２の形成に用いられる顔料の主色材である黒色レジストは、全質量
比に対し約５８％を占める紫色顔料Ｖ２３である。有機顔料の多くは、およそ光波長８０
０ｎｍより長波長領域で高い透過率を持つ。黄色顔料Ｙ１３９も、光波長８００ｎｍより
も長波長領域で高い透過率を持つ有機顔料である。
［００９７］
　例えば、黒色レジストの主たる色材は、１００％の有機顔料としてもよい。あるいは、
有機顔料を主色材とする黒色レジストでは、遮光性を調整するため、全質量の４０％以下
を目安にカーボンを添加してもよい。
　上記した黒色レジストを含む着色レジストは、透明基板上に塗布し、周知のフォトリス
グラフィのプロセスでパターン形成できる。あるいは、例えば、ノボラック系の感光性レ
ジストを用いてドライエッチングの手法でパターン形成できる。
［００９８］
　カーボンを主たる顔料とする黒色レジストでは、額縁部のほかにアライメントマークを
合わせて形成し、このアライメントマークを用いて黒色レジス
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
トの塗布後のアライメントは可能である。アライメントマークは、図５に示すように、例
えば、光の波長８５０ｎｍでの透過率の差を利用し、赤外線カメラなどを用いて認識でき
る。
［００９９］
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　本発明の実施形態に関わる液晶表示装置は、種々の応用が可能である。本発明の液晶表
示装置が対象とできる電子機器として、例えば、携帯電話、携帯型ゲーム機器、携帯情報
端末、パーソナルコンピュータ、電子書籍、ビデオカメラ、デジタルスチルカメラ、ヘッ
ドマウントディスプレイ、ナビゲーションシステム、音響再生装置（カーオーディオ、デ
ジタルオーディオプレイヤー等）、複写機、ファクシミリ、プリンター、プリンター複合
機、自動販売機、現金自動預け入れ払い機（ＡＴＭ）、個人認証機器、光通信機器などが
挙げられる。
符号の説明
［０１００］
２…ブラックマトリクス、３…遮光層、４、１１…第２透明樹脂層、６…液晶層、１０…
第１透明基板、１２…第１透明樹脂層（透明樹脂層）、１３…バックライトユニット、１
４…光源、１５…偏光板、１６…ポインタ、２０…開口部（画素開口部）、２１…上部電
極、２２…下部電極、２４…金属配線、２５…ダミーパターン（金属層）、３０…第２透
明基板、３３…絶縁層、３４…処理部、３５、３６、３７…アモルファスシリコン、３１
、５１…画素電極、３２…共通電極、５２…対向電極（共通電極）、１００…表示装置用
基板（対向基板）、２００…液晶セル、３００…アレイ基板、４００…液晶表示装置、Ｒ
…赤層、Ｇ…緑層、Ｂ…青層、Ｓ１…第１光センサ、Ｓ２…第２光センサ
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２】



(33) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

20

30

40

【国際調査報告】



(34) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

20

30

40



(35) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

20

30

40



(36) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

20

30

40



(37) JP WO2015/001896 A1 2015.1.8

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  福吉　健蔵
            東京都台東区台東１丁目５番１号　凸版印刷株式会社内
Ｆターム(参考) 2H189 LA03  LA10  LA14  LA15  LA20  LA27  LA31 
　　　　 　　  2H192 AA24  CB05  CB37  EA26  EA43  GB04  GB24  GD47 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JPWO2015001896A1 公开(公告)日 2017-02-23

申请号 JP2015525105 申请日 2014-06-03

[标]申请(专利权)人(译) 凸版印刷株式会社

申请(专利权)人(译) 凸版印刷株式会社

[标]发明人 木村幸弘
福吉健蔵

发明人 木村 幸弘
福吉 健蔵

IPC分类号 G02F1/1368 G02F1/1333

CPC分类号 G02F1/13338 G06F3/0412

FI分类号 G02F1/1368 G02F1/1333

F-TERM分类号 2H189/LA03 2H189/LA10 2H189/LA14 2H189/LA15 2H189/LA20 2H189/LA27 2H189/LA31 2H192
/AA24 2H192/CB05 2H192/CB37 2H192/EA26 2H192/EA43 2H192/GB04 2H192/GB24 2H192/GD47

代理人(译) 铃木史朗

优先权 2013142043 2013-07-05 JP

其他公开文献 JP5910796B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

本发明的液晶显示装置是这样的阵列，其中布置有具有具有多个像素开
口的黑矩阵（2）的对向基板（100），光学传感器（S1），有源元件和
金属布线。 基板（300）和在两个基板（100、300）之间夹有液晶层的
液晶单元，黑矩阵（2）在光波长680nm以上且800nm以下的检测波长范
围内透射。 透射率为50％以上，并且在较长波长侧透射率较高。 光学传
感器（S1）具有包括检测波长范围的灵敏度范围，比有源元件更靠近液
晶层，并且形成为在俯视时与黑矩阵（2）重叠。 是 至少金属布线的表
面层由铜或铜合金制成，并且形成为填充在平面图中与光学传感器
（S1）重叠的区域。
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